
時と共に移り変わる、影と反射によるザラザラとした外壁

建設業界 422018.943 建設業界 2018.9

傍
に
あ
っ
た
銀
行
本
店
、
城
址
公
園
内

に
あ
っ
た
老
朽
化
し
た
図
書
館
、
新
た

な
ガ
ラ
ス
美
術
館
が
一
体
と
な
っ
た
建

築
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
通
常
は
郊
外

に
駐
車
場
と
と
も
に
整
備
さ
れ
が
ち
な

公
共
施
設
を
あ
え
て
中
心
市
街
地
に
駐

車
場
を
設
け
ず
に
集
約
し
て
整
備
し
た
。

　

通
り
に
面
し
た
外
観
デ
ザ
イ
ン
は
、

設
計
者
に
よ
れ
ば
立
山
の
岩
氷
を
イ
メ

ー
ジ
と
す
る
も
の
で
、
ガ
ラ
ス
、
ア
ル

ミ
、
銀
行
本
店
で
使
わ
れ
た
御
影
石
が

断
片
化
さ
れ
、
旧
大
和
百
貨
店
の
縦
パ

タ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
な
が
ら
、

内
部
の
機
能
に
応
じ
た
開
口
率
に
よ
っ

て
そ
れ
ら
を
散
り
ば
め
た
も
の
で
、
印

象
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
成
功
し

て
い
る
。

　

大
通
り
を
歩
き
な
が
ら
街
が
連
続
す

る
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
、
斜
め

の
吹
き
抜
け
空
間
に
面
し
て
図
書
館
に

美
術
館
の
展
示
室
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ

う
な
施
設
構
成
が
六
階
ま
で
つ
な
が
っ

て
い
て
、
最
上
部
の
ガ
ラ
ス
屋
根
か
ら

は
自
然
の
光
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
開
放
的

な
印
象
で
あ
る
。
再
開
発
ビ
ル
に
あ
り

が
ち
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
水
平

の
床
が
重
な
る
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で
は
な

く
、
建
物
全
体
が
立
体
的
な
空
間
に
よ

　

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ
は
富
山
市
の

中
心
市
街
地
の
一
角
、
西
町
交
差
点
に

面
し
た
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
と

し
て
計
画
さ
れ
た
。
市
民
に
と
っ
て
な

じ
み
深
い
街
中
の
一
角
で
古
く
か
ら
交

通
の
要
衝
で
あ
り
、
市
に
よ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
の

整
備
構
想
に
よ
れ
ば
今
後
、
交
通
の
結

節
点
と
し
て
再
生
す
る
場
所
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
み
、
郊
外

化
が
進
ん
で
い
る
地
方
都
市
に
あ
っ
て
、

富
山
市
は
公
共
交
通
の
整
備
を
軸
に
コ

ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

中
心
部
を
新
し
い
モ
ダ
ン
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が

走
り
再
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し

た
街
づ
く
り
構
想
の
一
貫
と
し
て
、
近

選
評

＞＞ TOYAMAキラリ

街なかの人の流れを建物内に引き込み、上階まで導く、
県産杉の内装ルーバー

＜ 2017年 第58回 BCS賞受賞作品 ＞　静岡県草薙総合運動場体育館（このはなアリーナ）　新宿東宝ビル　
太子町新庁舎「太子の環」人がつどう・まちをめぐる・太子がつながる　竹中大工道具館新館　敦賀駅交流施設「オルパーク」・駅前広場キャノピー　TSURUMIこどもホスピス　
東京駅八重洲口開発：グランルーフ、グラントウキョウノースタワー、グラントウキョウサウスタワー、駅前広場　TOTOミュージアム　桐朋学園大学調布キャンパス1号館　
としまエコミューゼタウン　TOYAMAキラリ　虎ノ門ヒルズ（環状第二号線新橋・虎ノ門地区第二種市街地再開発事業Ⅲ街区）　　直島ホール　MIZKAN MUSEUM　YKK80ビル
 ［特別賞］日本橋ダイヤビルディング 「江戸橋倉庫ビル」の保存・再生　早稲田大学 早稲田キャンパス3号館

2017年 第58回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2017年で58回を数えます。

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ラ
リ

斜めの吹抜けを媒介に溶け合う、美術館と図書館と銀行
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たな魅力の創出も期待されています。
　設計は世界的建築家である隈研吾氏を擁する
共同体が担当し、ガラス作品のような透明感の
ある輝きを織り交ぜた外観と、富山県産材のル
ーバーを活用したぬくもりのある開放的な内部
空間を併せ持ち、まさにガラス芸術が持つ魅力
を発信するに相応しい施設となっています。
　今後とも、本賞の名に恥じぬよう、国内外から
末永く親しまれる美術館運営に努めてまいります。

　ガラス美術館は、これまで富山市が30年以
上にわたり取り組んできた「ガラスの街とや
ま」の集大成として、平成27年8月にTOYAMA
キラリ内に開館しました。
　開館から3年が経過し、国内はもとより、海
外からも多くの方々が訪れており、市の中心部
に位置することもあり、現代ガラスを中心とし
たガラス芸術の発信拠点としての役割だけでな
く、併設された図書館とともに、まちなかの新

現代ガラス芸術が持つ魅力を
世界に発信する美術館

建築主
より

施工者
より

設計者
より

モックアップを幾度も建築主・設計の皆様と繰
返し検証することによって、形にすることがで
きました。富山の中心地にふさわしい建物を造
ることができたと、自負しております。
　協力会社の技術力・創意工夫なくして、今回
のBCS賞の受賞はあり得ませんでした。本プ
ロジェクトに従事していただいた方々に感謝し、
受賞の喜びを共有したいと思います。

　富山市の西町に「にぎわいの創出を」という
想いを、再開発組合、富山市図書館・ガラス美
術館をはじめとする、TOYAMAキラリの建設に
関わった皆様と、力を合わせ実現することがで
きました。施工者として、その「にぎわいの創
出」にふさわしい建物を造り上げることが責務
でした。
　富山県産材の杉をふんだんに使用した特徴的
な吹抜、立山連峰を連想させる外装PCCWは、

「にぎわいの創出の場」として

清水建設株式会社
名古屋支店
建築部 工事長（現職）
現場代理人（当時）

大塚克史
Katsuhito Otsuka

「斜めの吹抜け空間」を中心に図書館、美術館を
混ざり合うように配置しました。複合用途の相
乗効果によって人と人、人と芸術・文化・情報
が交わり、刺激し合う生（ナマ）の場所、そして
コンパクトシティの先駆けである富山市のウォ
ーカブルなストリートと繋がる「街のような建
築」になりました。この場所がまた富山市民に
とって長く愛される場所になることを願ってい
ます。

　敷地は昭和初期に開業した百貨店が市民に長
年愛され、銀座における服部時計店のような富
山の特別な場所でした。外観デザインは、従前
百貨店ファサードの端整な縦ストライプを継承
することで、従来の都市景観を残しつつ、立山
の氷の岩脈のような、またはガラス作品のよう
な、透明感のある輝きを織り交ぜた、新しい富
山のシンボルを意図しています。内部はエント
ランスからキラキラ光る天窓まで突き抜ける

ストリートと繋がる「街のような建築」

株式会社アール・アイ・エー 
東京支社 統括部長（現職）
RIA・隈研吾・
三四五設計監理共同体　
設計統括（当時）

村山 寛
Hiroshi Murayama

富山市ガラス美術館
館長

渋谷良治
Ryoji Shibuya

＞＞ TOYAMAキラリ

ジ
を
つ
く
り
出
し
、
そ
れ
が
市
民
に
も

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
美
術
館
と
図

書
館
の
一
体
化
や
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
な

ど
、
つ
く
り
込
み
す
ぎ
て
い
な
い
、
あ

る
意
味
倉
庫
の
よ
う
な
現
代
的
な
公
共

空
間
の
あ
り
か
た
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

富
山
の
新
た
な
街
づ
く
り
を
象
徴
す

る
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
と
し
て
、
再
開

発
事
業
と
し
て
の
事
業
企
画
、
現
代
的

な
新
た
な
価
値
を
加
え
た
設
計
、
綿
密

に
計
画
さ
れ
精
度
の
高
い
施
工
、
三
者

が
一
体
と
な
っ
て
実
現
し
た
建
築
で
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ
の
新
し
い
方

向
性
を
感
じ
さ
せ
る
建
築
で
あ
る
。

 ［
選
考
委
員
］

木
下
庸
子
・
堀
場
　
弘
・
山
本
朋
生

っ
て
一
体
化
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び

と
の
活
動
が
い
き
い
き
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

斜
め
の
吹
き
抜
け
空
間
に
あ
る
エ
ス

カ
レ
ー
タ
が
動
線
の
中
心
で
、
楽
し
く

眺
め
な
が
ら
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

吹
き
抜
け
回
り
や
天
井
面
に
は
不
燃
加

工
さ
れ
た
木
板
が
斜
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
で
ま
ば
ら
に
取
り
付
け
ら
れ
、
本

棚
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
特
徴
あ
る
イ
ン

テ
リ
ア
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

視
覚
的
に
も
音
響
的
に
も
吹
き
抜
け
の

適
度
な
賑
や
か
さ
、
建
設
途
上
の
よ
う

な
活
気
あ
る
空
気
感
が
演
出
さ
れ
て
い

る
。
木
材
は
、
ま
ば
ら
に
天
井
の
下
地

や
躯
体
の
フ
レ
ー
ム
が
見
え
る
よ
う
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
公
共
施
設
で

あ
り
な
が
ら
仮
設
的
な
軽
快
な
イ
メ
ー

本を持って自由に移動できる、境界のない図書館

図書館や美術館と繋がった、境界のないカフェ

「まちっぽい」建築を生かす、地域のイベント

計画概要 建築主：西町南地区市街地再開発組合
　　　　  （富山市ガラス美術館 ･富山市立

図書館本館 ･㈱富山第一銀行）

設計者：㈱アール・アイ・エー
　　　　㈱隈研吾建築都市設計事務所
　　　　㈱三四五建築研究所

施工者：�清水建設㈱
　　　　佐藤工業㈱

所在地：富山県富山市西町5-1
竣工日：2015年4月30日

敷地面積：　4,144㎡ 
建築面積：　3,422㎡
延床面積：�26,792㎡ 

階数：地上10階、地下1階
構造：�鉄骨造


